
デイケアニュース
 尊厳をもってその人らしく生きていく社会を目指して

vol.06

一般社団法人 全国デイ・ケア協会

●  message ： 伊佐地 隆 第 38 回全国デイ・ケア研究大会 2018 in つくばを終えて 
●  topics： 西日本豪雨 JADC 災害対応
●  join & learn：第 38 回全国デイ・ケア研究大会 2018   
●  deep inside：深層海流 介護ロボット
●  meet our friend：会員施設紹介 介護老人保健施設　清雅苑

Japan Association for Day Care

cover photo : Masami SAITO



https://www.facebook.com/daycare.jp/Japan Association for  Day Care

ToPiCs
message

　今年 7 月上旬に西日本を襲った豪雨では、東海から四国、
九州地方にまで広範にわたり甚大な被害を及ぼしました。
犠牲になられた方々のご冥福をお祈りするとともに、被災
されました方々に心よりお見舞い申し上げます。
　当協会では被災された地域の会員に対し、電話にて被害
状況の確認と物資等の支援要請の確認を行ったところ、物
資等の要請はありませんでしたが、「道路の寸断により営業
停止を余儀なくされた」、「エレベーター停止により２階以

上のフロアの利用を中止した」 といった被害や、断水、雨
漏りなどサービス提供に直接影響のある被害報告を受けま
した。一日も早い普及が望まれるところです。
　私たち通所サービスは利用者の安全確保はもとより、地
域の拠点機能として地域住民のための避難所的役割も担え
る環境にあり、今回も改めて備蓄の大切さを痛感しました。
今後も当協会は、「日頃からの備えは地域の方々も視野に入
れて」 を合言葉にしていきたいと思います

　話を頂いたのは、2017 年が明けた頃でした。五里霧中の出発でしたが、会場を押さえ、テーマ決めから始めました。同
時改定が行われる年度であることから、新しいよりよい通所サービスを考えようというコンセプトと気概を盛り込んだテー
マをと議論し、「デイ・ケア リノベーション 〜通所サービスのさらなる高みへ〜」 とし、それから 1 ヶ月で企画案を作り
あげました。
　そうして標記研究大会を、2018 年 7 月 13 日（金）〜 14 日（土）の２日間、つくば国際会議場で無事開催できました。
有料参加者数 514 名、特別鼎談１、企画講演５、シンポジウム、パネルディスカッション各１、セミナー２セッション６演
題、一般演題 113 を数え、後援 35 団体、協賛 21 企業、広告 36 企業、展示９企業、書籍１企業と多くのご協力とご支援を
いただきました。
　今回の大会は、全体を２日間のテレビ番組放送のように見立て、職員が自作自演したつくばを PR するテーマ曲 「きみと
つくばで」 を全会期を通して流し、講演毎にオープニング映像と音楽を、休憩中にもテーマ曲のカラオケ版を流して切れ目
なく進むようにしました。懇親会では作者が生で歌い盛り上げました。参加者から 「開会式の映像が印象的だった」 「こん
な学会ははじめて」 などのお言葉を頂き、好評でした。
　内容としては、大会テーマに沿って、まず会長講演で、通所サービスの歴史と今回の改定の主旨から“知る・応える・躍
動する・飛び出す”の４語でまとめた提言をしました。厚労省の坂野元彦課長補佐からは、改定についての考えと実際を丁
寧にご講演いただき、それを受けて協会の精鋭によるシンポジウムで、デイケアですべきことを熱く語り、濃く議論してい
ただきました。参加された方は良いものが聞けたと思います。これからの活躍が期待される介護職によるパネルでは、現場
に根ざした心打たれる話を聞かせていただきました。嚥下の市村和大先生（市村歯科医院）、兵庫県健康福祉部の山本光昭
先生からも示唆に富むお話がありました。２つのセミナーでは、内容面と経営面の実践的な話を聞かせていただき、７割方
の席が埋まる中で熱い質疑がなされ、時間が足りなくて残念な程でした。一般演題も、立ち見が出て活発な質疑が行われて
いました。最後の特別鼎談は、大田仁史、浜村明徳両先生の落ち着きがありつつも打ち合わせ通りではなかった話を、斉藤
正身会長がうまくまとめて、大会を締めて下さいました。同時に開催したリハビリテーションスポーツセミナーも 80 余名
の参加を得て、デイケアの新しいコンテンツのヒントを示すことができました。
　全体を通して、リノベーションの方向性を示すことができたのではないかと感じています。豪雨猛暑の被害者の方々にお
見舞い申し上げますとともに、ご参加の皆様には、暑い中足をお運び下さいましたこと深く感謝申し上げます。最後に先の
テーマ曲がつくば市で使っていただけそうであることをご報告し、お礼といたします。

JADC 災害対応
H30 年台風第 7 号及び前線等（西日本豪雨）による被災および災害対応について

より活発に効率的に
JADC 新事務所移転
　平成 30 年６月１日付けで、全国デイ・ケア協会事務局を下
記住所（東京）へ移転しました。また、電話番号も下記の通り
変更となりますので、ご登録の変更をよろしくお願いします。
今後とも引き続きよろしくお願い申し上げます。
住所：〒 101-0035 東京都千代田区神田紺屋町 14
　　   千代田寿ビル 303 号室
電話：03 - 5307 - 2710　ファクス：03 - 5307 - 2711

　来る 10 月 3 ～ 4 日、鳥取県米子市 米子コンベン
ションセンターにおいて、リハビリテーション・ケ
ア合同研究大会米子が開催される。本大会のテーマ
に 「互恵互助」 と掲げ、ケアに関わる全ての職種が
集い、議論し、日頃の取り組みや研究の成果を発表
する場である。
　その中で、例年主催団体によるシンポジウムが催
され、今回当協会ではテーマを 「30 年改定でデイケ
アはどう舵を切ったか」 とし、医療法人社団寿量会 
介護老人保健施設清雅苑 副施設長 野尻晋一氏（当
協会理事）、医療法人共和会 地域リハビリテーショ
ン部部長 森山雅志氏（当協会研修委員長）、医療法
人社団東北福祉会 介護老人保健施設せんだんの丘 
統括部長加藤誠氏（当協会広報委員長）の 3 名がシ
ンポジストとして登壇する。また、座長は医療法人
博愛会理事長 江澤和彦氏（日本医師会常任理事・
当協会理事）が務める。
　今回の改定でデイケアは、より機能的にリハビリ
テーションとして先鋭化された印象が持たれがちで
あるが、本来地域にあるべき通所リハビリテーショ
ンの役割や機能についてどのような影響があったの
か？また、そして暮らす人にとって必要とされるデ
イケアとは、どのような姿を目指して舵が切られた
のか議論する。

リハビリテーション・ケア合同研究大会 米子 2018
Rehabilitation Care Joint Study Conference in YONAGO
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http://www.rc-yonago2018.jp

大会事務局	
社会福祉法人こうほうえん 錦海リハビリテーション病院
〒 683-0825 鳥取県米子市錦海町 3 - 4 - 5 
TEL ： 0859 - 34 - 2300　FAX ： 0859 - 34 - 2303

会　期
2018 年 10 月３日 (水 )~４日 (木 )
会　場
米子コンベンションセンター  BiG SHiP
米子市文化ホール

名誉大会長
廣江 研 ( 社会福祉法人こうほうえん 理事長 )
大会長	
角田 賢 ( 錦海リハビリテーション病院 病院長 )
実行委員長
竹内 茂伸 ( 錦海リハビリテーション病院 副院長 )

主　催
一般社団法人 日本リハビリテーション病院 · 施設協会
一般社団法人 回復期リハビリテーション病棟協会
一般社団法人 全国デイ · ケア協会
一般社団法人 日本訪問リハビリテーション協会
全国地域リハビリテーション研究会
全国地域リハビリテーション支援事業連絡協議会

伊佐地 隆

第 38 回全国デイ・ケア研究大会 2018 in つくば　大会長
医療法人社団 筑波記念会 筑波記念病院

 リハビリテーション統括部長

第 38 回全国デイ・ケア研究大会 2018 in つくばを終えて第 38 回全国デイ・ケア研究大会 2018 in つくばを終えて第 38 回全国デイ・ケア研究大会 2018 in つくばを終えて
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イベント開催レポート

　第 38 回全国デイ・ケア研究大会に参加させていただき、
大変暑い中ではありましたが、猛暑にも勝る熱意のこもった
発表が多く感動しました。
　平成 30 年度の介護報酬改定直後の研究大会であったため、
改定後の各施設の動きが聞けるのではないかと期待に胸が膨
らんでいました。平成 27 年度改定から引き続き、「活動」 「参
加」 に重きを置いた改定となったため、各施設でもより活動
的で成果を見出すといった内容が多かったと感じます。当施
設では個別性を重視しており、いわゆるグループ訓練は行っ
ておりませんが、園芸やスポーツ等、グループの活動による
効果、成果のお話を聞くと、人とのつながりの重要性を実感
させられました。各施設における特色はそれぞれとは思いま
すが、利用者様をよくする、生きがいのある生活を持てるよ
うに支援する、といった方向性は同じであり、各施設が連携
を深めることでデイケアの可能性が更に高まることを感じま
した。
　仕組みづくりの点に関しては、リハビリテーション会議や
個別リハビリテーションの内容等で苦難している施設が多い
と分かりました。利用者様をよくするためには絶対的な時間
が不足していること、職員数の限界から
業務量が多くなること等を実感し、仕組
みづくりに関しても、他施設の良いとこ
ろを参考にしていけたらと感じました。
　今回の研究大会で多くのことを学び、
そして懇親を深めることができました。
今後の活動に向けて活かしていきたいと
思います。

 活動と参加してみた！
人とのつながりの重要性を実感。

デイケアの可能性が更に高まることを感じた。

勝幸氏（医療法人社団東北福祉会介護老人保健施設せんだ
んの丘・当協会理事：写真③）、水野忠幸氏（つくば市　保
健福祉部）の 4 名により、テーマ 『徹底討論 デイ・ケアで
何ができるのか ～ 30 年同時改定を受けて～』 について議
論が行われた。
　また、このようなカリキュラムと並行し、実践セミナー
「デイ・ケア運営の方向性」 や研修講演 「通所サービスでの
嚥下障害への対応」 といった専門性の高いプログラムも催
され、大会期間中の密度の濃さがにじみ出ていた。
  二日目冒頭は、「介護から変えるデイ・ケア」 とし、介護
職の専門性や活躍の姿についてディスカッションされた。特
に通所リハビリテーションの運営において、療法士等医療
職のトピックスが取り上げられがちだが、生活の根源を支
えるのは介護職であり、その活躍によりリハビリテーション
の成果も大きく変わる場合がある。場面的な関りのみでなく、
総合的な生活支援に介護職の活躍を欠いて語ることはでき

ないと痛感させられた。
　大会最期を飾るプログラ
ムは大田仁史氏（茨城県立
健康プラザ：左写真上）、
浜村明徳氏（当協会顧問：
左写真下）、斉藤正身氏（当
協会会長：左写真中央）特
別鼎談である。大会全体を
通して斉藤会長の進行によ
り議論は進んだ。斉藤会長
は冒頭で 「介護保険ととも
に通所リハビリテーション
という呼び名に変わったこ
とで、本来のデイケアが果
たすべき役割に変化が起き
た」 とし、地域の中で果た
すべき役割に触れた。大田
氏は 「右肩上がり（本人の
状態像の改善）の話が中心
だったが、高齢者の場合、
右肩下がり（次第に状態が
低下）の話題も重要」 と話
す。また、「ただしリハビ
リテーション機能として制
度的に認められた事は喜ば
しい」とも。浜村顧問は「デ
イケアの本来の機能として

重度者への対応も大事である」 と加え 「地域で暮らすとい
う事は様々な様態が考えられる。そこに柔軟に提供してい
けるのがデイケアの姿ではないか」 とまとめた。
　デイケアに関わる人たちの情熱は、例年より早い真夏の
暑さに拍車をかけたようだ。 Report & Photo : Makoto KATOH

join join && learn learnjoin & learn

　「デイ・ケア リノベーション」 というテーマで開催され
た本大会では、どのプログラムでも “動” を感じる時間が多
く散りばめられていた。特別講演や鼎談、各シンポジウム
はもちろんのこと、通所サービスとして最も利用者に近く、
最も重要な意味を持つ現場での日頃の取り組みをまとめた
演題発表においても、それは如実に顕れていた。
　常に、全国デイ・ケア協会が開催する本大会では、過去
と現在と未来を貫く視点で、その本質を問い、先見の眼を
持ち、地域の中で在宅を支えるサービスとして、デイケア
こそがその役割と機能を果たす中核であることの意義と成
果を示している。私が通所リハビリテーションに従事して
いた 10 年間、どれだけこの大会から、明確なビジョンと具
体的な方向付けを励ましと共に与えていただいたかは計り
知れない。それは、リハビリテーション専門職だけでなく、
デイケアを支える多くの関連職種にとっても有益であり、
その結果は、利用者と利用者の在宅生活に有効な変化をも
たらすことに帰結する点でも年々実績を残していると感じ
る。
　全国にあるデイケアは、おそらく、全く同じサービスを
提供している事業所は存在しない。目の前の利用者は、一
人ずつその生活機能や暮らしの中での課題は異なり、当然、
環境も違う。一方で、介護報酬や基本となる通所サービス
の内容等は、法制度に基づき原則一律に定められている。
そのような中で、自事業所は、どのように在るべきか、ニー
ズに応じたサービス提供を実践するための工夫はどのよう
なものがあるのか、常に模索と調整という実践を繰り返し
てリノベーションをしているのだと思う。
　まだまだこの “動” を止めることなく、変化と構築を繰
り返しながら、尽きることのないデイケアとしての在り方
を磨き続けることが、引き続き私たちには求められている。
私事ではあるが、デイケアでの実践と経験は、現職の養成
校教育の中でも強く活かされている。そして、地域における
デイケアの在り方やこれからの動向も含
めて、これからの地域リハビリテーショ
ンを担う学生への教育として、非常に注
目される分野にもなっている。全国のデ
イケアで展開されている発信と、全国デ
イ・ケア協会からのエネルギーを授かり
に、来年は宮崎へ向かうことが、今から
楽しみである。

変化と構築を繰り返しながら、
　　　　　　　デイケアとしての在り方を磨き続ける

医療法人社団保健会 谷津居宅サービスセンター 
作業療法士 佐々木 海人

　「黙祷」。
　伊佐地大会長の呼び掛けに、会場全体が暫し静寂に包ま
れた。先に発生した西日本豪雨（気象庁発 「平成 30 年 7 月
豪雨」）に見舞われたすべての方々に祈りは捧げられた。そ
して大会長から 「一日も早い復旧復興を願う」 事が告げら
れた。さらに 「被災した地域やそこに住む方々に、我々デ
イケアが元気を届ける！」 と力強く続け、雰囲気は静から
動へ、一気に一体感を感じる雰囲気へと加速していった。
　猛暑のつくば市。全国のデイケアに関わるすべての職種
が集い、日頃の取り組みを存分に披露し、また先進的な知
見を学ぶ場として、参加者の士気の高まりは、真夏の暑さ
に引けをとらない。

　初日には開会式後、
野尻晋一氏（当協会理
事）の座長により、大
会長講演が行われた。
引き続き、坂野元彦氏

（厚生労働省老健局老人
保健課）による特別講
演では 「2018 年度介護

報酬改定でデイ ･ ケアに何を望むのか」 をテーマとし、本
年度の改定におけるデイケアに期待する事や、それに至っ
た経緯、加えて報酬単価の捉え方などについて語られた。
　シンポジウムでは、座長に医療法人博仁会志村大宮病院
の大仲功一氏を迎え、江澤和彦氏（日本医師会常任理事・
当協会理事：写真①）、森山雅志氏（医療法人共和会小倉リ
ハビリテーション病院・当協会研修委員長：写真②）、土井

第３８回 全国デイ・ケア研究大会 in つくば　　　

See You Again @ MIYAZAKI!!

大会したっぺよ

大会やるとよ

（みやざき犬）

join join && learn learnjoin & learn

福岡保健学院　八千代リハビリテーション学院
専任教員 認定作業療法士 柴田 美雅

①②
③
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デ イ ケ ア を 取 り 巻 く 様 々 な
ニュース、その深層にあるもの、
流れを見て皆で考えましょう。

ニュースニュース
深層海流深層海流真 相真 相

EVENT
SCHEDULE

大会

大会名 開催日 会場

リハビリテーション・ケア合同研究大会米子（鳥取）10/3（水）〜 4（木） 米子コンベンションセンター  BiG SHiP
米子市文化ホール

全専門職

研修会名 開催日  会場 定員

リハマネジメント研修会 in 東京 12/1（土） 東京ビッグサイト会議室 703 60 名

様態別プログラム研修会 12/2（日） 東京ビッグサイト会議室 703 60 名

医師研修

研修会名 開催日  会場 定員

通所リハ医師向け研修会（福岡） 11/10（土） 南近代ビル 60 名

看護・介護

研修会名 開催日  会場 定員

通所リハ計画 立案・実践研修会（福岡） 11/11（日） 南近代ビル 80 名

認定管理者研修

研修会名 開催日  会場 定員

第６回デイ・ケア　スキルアップセミナー 調整中 東京   未定

https://www.juryo.or.jp/group/seigaen/

医療法人社団寿量会 熊本機能病院

meet our friendmeet our friend  meet our friend 

ますます地域に出ていく清雅苑のデイケアを今後も構築して行く

熊本県熊本市北区山室６- ８-１

梯子外し感もなんのその
　介護老人保健施設清雅苑は人口約 74 万人の熊本市の
北に位置します。昭和 63 年 10 月に熊本県第 1 号の老健
として開設しました。

QOL とノーマライゼーションの実現
  【基本方針】
１人間としての尊厳を尊重する
２強制をせず自由を重んずる
３画一的でなく個々に合わせた対応をする
４自立を促すためのリハビリテーションケアを行う
５生活を楽しんでもらう
　上記理念を掲げ、開設当初から在宅復帰・在宅支援に
一貫して取り組んでいます。平成になって間もなく国か
らは、在宅復帰に真剣に取り組んでいる施設は、当然デ
イケアの定員が増えると言われました。その通りで、デ
イケアの定員は 30 名から 60、80、100、120 と増え、あっ
という間に 140 名定員となりました。これ以上増築する
場所がないところまできて、大規模無機能、大規模は減
算と言われ、梯子を外された感がありました。しかし「そ
んなことはない！」 多職種による訪問指導もほとんどの
ケースに早くから実施し、介護福祉士の割合も 8 割を超

え、通所専属のセラピストも 19 名配置し、活動と参加
にも積極的に取り組んでいる。大規模多機能な施設もあ
ると奮起し、減算枠の計算をする必要もない、延べ 3,000
件 / 月を超える数で現在も運営しています。
通所リハビリテーションセンター清雅苑の取り組み
　熊本市の場合、回復期リハの疾患別リハの算定上限日
数を使い切ることなく、早い時期に退院し、デイケア利
用となるケースが多いため、清雅苑のデイケア開始の時
期は後期回復期ともいえる役割も担っています。残存す
る機能回復への介入と同時に、訪問指導やリハ会議で上
がる在宅での ADL や IADL 上の課題に取り組みます。
その後は地域に繋ぐための活動と参加に軸足を置いたプ
ログラムへ徐々に移行します。大規模のスケールメリッ
トを活かして、法人内のコンビニやレストラン、図書館、
地域に開かれた集会場などを利用し、実際生活されてい
る地域を想定しての買い物や外食、イベントへの参加な
どの模擬練習を行います。その他デイケアで取り組んで
いる絵画や書道、手芸などの個展、作品も、地域にでる
前の参加の場として法人内スペースをフルに活用してい
ます。現在ほとんどの利用者にリハビリテーションマネ
ジメントⅣを算定しています。前述のような取り組みを
する上で個別リハの時間枠に捕らわれず、また地域に出
向きやすいリハマネの仕組みや今回認められた生活機能
向上連携加算を上手に利用して、ますます地域に出てい
く清雅苑のデイケアを今後も構築して行きます。

会員施設会員施設
自己紹介自己紹介
会員施設
自己紹介

ちょっと自慢入ります。ちょっと自慢入ります。ちょっと自慢入ります。

介護老人保健施設 清雅苑

　1969 年 「アンドロイドは電気羊の夢をみるか？」 という
SF 小説（フィリップ・K・ディック著）が発表された。第
三次世界大戦後未来を舞台とし、自然が壊滅的な打撃を受
け、生物は全て法により厳重に保護され、一方で科学技術
の進歩により本物そっくりの機械仕掛けの生物はじめ感情
を持つ人造人間（アンドロイド）が登場するという設定で
あり、近未来、サイバーパンクの走りとして熱狂的ファン
を得た。この作品が元となって作られたのが、映
画 「ブレードランナー」 である事は言うまでもな
い。この映画の物語は、賞金稼ぎが逃亡するアン
ドロイドを“処理”していくものだが、高度な感
情や記憶を持つアンドロイドと人間の区別が難
しく、アンドロイドは感情移入できない点を用い
判別していく。そしてその感情移入できないアンドロイド
の“処理”を通じ、人間とは何か？ 生きるとは何か ? と問
いかけてくる作品であった。このことが冒頭の書、人間な
らば羊の夢を見る。であれば人造人間は人造羊の夢を見る
のだろうか？ というテーマと並走してゆく訳である。
　冗長な前置きになってしまった。昨今ケアの場面におい
て、AI や介護ロボットの活躍活用の促進に関して話題が多
い。様々な補助金や研究事業にも多く見かける。介護ロボッ
トも多種多様で、サポートするものや介護行為自体を代替
えするものも表れている。
　介護者は利用者の体を持ち上げることも多く、これが原
因で腰痛など故障や怪我にみまわれ業務に影響が出て、た
だでさえ人手不足な介護に携わる人たちを守らなければな
らないと、介護の在り方を見直す一つの大きな動きと言える。
　ここで私が感じるのは 「介護に携わる人たちの負担軽減」

という点と 「自分が介助される際に、機械やそのような機
器によるそれを受け入れられるか？」 というダブルバイン
ドである。介護に携わるうえで、体と身体の触れ合いは避
ける事ができない。しかしそれは単なる接触ではなく、時
には感情や体調、安心や不安を伝える場合も多い。言葉で
表現できない人間特有の受け止め方をするもので、時には
触れ合う事が“癒し”を生むこともある。だからこそ、人
が関わる仕事としての“尊さ”とは言えないだろうか。
　前述したように、介護人材の不足は深刻化するばかりで
ある。介護業界を進路とする若者も減少し、私が知りえる
専門学校などでも定員割れが珍しくない。担い手としての
育成がままならない状況において、代替は当然の選択であ

り避けられない。そこで重要になってくるのは、
やはり 「使い手」 の質ではなかろうか。
　機器を使用する＝介護が楽になるというのは
大枠で見れば正解なのかもしれないが、現に、離
床センサーを使用する事で呼び出しの頻度が上
がり、別の部分での負担が増加しているような

場面もあるようだ。機器はあくまで 「使い手」 に
強く依存するものであり、適切に利用しなければならない。
要するに機器が直接負担を軽減するものではなく、それを
活用する創意工夫によって可能性を大きくも小さくもする
ことをよく理解しておかなければならないと言える。
　人間と道具は双方に存在を依存しあっているものであっ
て、すべてが置き換わる事はあり得ない。我々は尊さや尊
厳に関わる立場である。だからこそ、なぜ？ どのように？ 
だれが？ どのくらい？ など大いに逡巡したうえで機器と
付き合っていくことが求められる。
　ケアの場面で、技術的にも倫理的にも利用者の尊厳を保
ち、安心安全に使うために、形は変われど人の手はまだま
だ必要であろう。

JADC 理事 土井勝幸
介護老人保健施設せんだんの丘施設長
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　今年度も各地で様々な研修会を企画していますが、上半期はやはり平成３０年度の介護報酬
改定の対策セミナーを集中的に開催しました。４月９日の東京セミナーを皮切りに国内主要５
都市で開催されました。各研修会のメイン講師は、霞ヶ関在宅リハビリテーションセンターコ
ミュニティ部部長の岡野英樹 JADC 理事（→）が担当し、各地の講師も加わり行われました。
参加者は延べ 190 名を数えその注目の高さと皆さんの困惑とやる気が見て取れる活気溢れるも
のとなりました。
　「メインの研修テーマもさることながら、様々な施設、立場でお越しになられた方々が、い
ろいろな角度から意見を交換することができ参考になるし、勇気も与えられる場となりました」
と参加者からは好評でまさに“活動と参加”の研修会になっているようです。
　下半期も様々な企画を展開します。

活動と参加
上半期は介護報酬改定対策セミナーを集中開催

4/21 の福岡研修会より
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一般社団法人 全国デイ・ケア協会

一般社団法人　全国デイ・ケア協会　事務局 
住所：〒 101- 0035 東京都千代田区神田紺屋町 14 千代田寿ビル 303 号室

TEL：03（5307）2710　FAX：03（5307）2711
e-mail：info@day-care.jp

 協会認定制度のご案内

　当協会では、研修体制の整備とともに認定のあり方について検討を重ね、平成 25 年度より協会認定制度を開始いた
しました。通所系サービス ( 通所介護・通所リハビリ等 ) の質の向上、利用者の自立支援、地域住民の自助・互助活動
への支援を行い、地域リハビリテーションの普及・啓発を促すことを目的に、管理者及び事業所を対象とした協会認定
制度を創設いたしました。
　認定管理者とは、「通所系サービスの中心的な役割を担う者として、必要な専門知識・経験・技術を有することを認
められた者」 としました。
　認定事業所とは、「事業所として満たすべき基準をはじめ、取り組みや特色・方針が認められた施設」 としました。

　当会の前身である、全国老人デイ・ケア連絡協議会は 1994（平成６）年、全国のデイ ･ ケアを
提供する施設の有志が集まり、情報の共有化・職員の研修・研鑽の機会提供を目的とし開設、20 年
にわたり活動を続けて参りました。
　近年、通所系サービスの役割は急速に高まり、介護予防・認知症疾患・重介護者等、様々な対象
者層へのリハ・ケアの提供が求められるようになってきました。
　制度的には多くの課題を抱える中、運営の適正化と質の向上、関係機関との連携、住民への啓発
等をより公的な立場で取り組んで参ります。地域包括ケアシステムの構築が推進される中、病気や
障害のある人たちが尊厳をもってその人らしく生きていくことの出来る社会を目指し、通所系サー
ビスの組織としてその活動に取り組んでいく次第です。

介護、デイ · ケアサービスの追求
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http://www.day-care.jp

第 38 回全国デイ・ケア研究大会 2018 in つくばに参加をして感じたことは、本大会は私にとって全国にいるデイ・ケアの仲
間たちに会える場となり、同窓会に似た雰囲気を味わえる場所であり、さらにいろいろな活動を聞くことで刺激をもらうこ
とができる、とてもすばらしい大会であると改めて思う次第です。来年は宮崎での開催ということで、編集後記を書きなが
らも、早速学会発表の準備に取り掛かろうと研究計画書も並行して作成中です。また会員の皆様もぜひ宮崎大会にご参加頂き、
皆様と学会の場で議論しあえることを楽しみにしております。

JADC 広報委員 松永玄
東京湾岸リハビリテーション病院リハビリテーション部


